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１０－５ 計画理念・視点

図 函館圏の将来の計画に向けた理念・視点

活気と賑わい

快適なまち 安全・安心

観光客が集中するエリアでの交通対策
観光に使いやすい公共交通サービスの提供
道路・鉄路・空路・海路の連携強化による観光ネットワークの整備
需要が見込まれる エリアでのバス路線確保

需要が集中する混雑エリアでの交通対策
集約型都市構造に伴う道路ネットワークの見直し
乗換利便性向上と路線確保に向けた新たな交通

サービスの提供
公共交通空白地帯や高齢者等移動困難者に対

応した路線バスを補完する新たな交通サービスの
導入

高齢者を中心とした交通対策
迅速な避難に資する道路網の確保
災害時緊急輸送道路ネットワークの強

化
道の駅の防災機能強化

新たな活力を生む持続可能なネットワーク
地域が有するポテンシャルが発揮されるまちづくり

1０ ．函館圏の取り組むべき施策の方向性

目標年次、令和22年（2040年）までには、自家用車利用への依存、公共交通利用者の減
少、事故の危険、観光等の産業を支える交通網、鉄路・空路・海路の道外との交流を支え
る交通網の必要など函館圏の交通には多くの課題があります。

これらの課題を解決し、持続可能な都市圏を形成するため、「活気と賑わい」「快適な
まち」「安全・安心」の３つの視点で取り組みを進めて行きます。
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